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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

　４月 1� 日（水）、㎶ᅵ名㧗校サ࢚࢖ンス部の௰᐀᰿ㄹ大（ࡾお）さん、ᚨ元ᑗኴ㑻ඛ生、᱈ཎ೺ḟ校㛗ඛ生がゼれ、

཭ᐤᬒၿ村㛗に࣍ࠕンࠖࢤࣄ࢝࢔࢘ࢺを大宜味村の新村㫽にไᐃすࡿことのᥦ᱌᭩をᥦ出しました。

┠ましたが、௒年Ⓨ⾜ணᐃの㫽㢮ࡁのள✀とされ࡚ࢤࣄ࢝࢔ࡿはこれまで዆⨾⩌ᓥ௨໭で⦾Ṫすࢤࣄ࢝࢔࢘ࢺン࣍　

録第㸶∧で⊂❧✀࣍ࠕンࠖࢤࣄ࢝࢔࢘ࢺとなࡿことがỴまࡾ、Ἀ⦖ᓥに新たなࠕᅛ᭷✀ࠖが加ࡿࢃことになࡾました。

2�21 年、ともに一部の᳃ᯘᆅᇦがୡ⏺⮬↛㑇⏘になったᅜ㢌村はࣖンࣝࣂク࢖ナ、ᮾ村はࢤࢳࢢࣀラが村の㫽になっ

࡚おࡾ、この࣑࢖ࢱンࢢで大宜味村の௒の村の㫽で村Ẹにぶしࡳのࣟࢪ࣓ࡿ࠶をṧし࣍、ࡘࡘンࢤࣄ࢝࢔࢘ࢺを加え

㹕村㫽にすࡿことで大宜味村のこれまでのṔྐ、⮬↛とேのᬽらしのㄪ࿴とこれからのさらなࡿ⮬↛回᚟の㇟ᚩにな

。ますࡾ࠶のではという思いがࡿ

　ㄹ大さんはࠕ㸯年生の㡭に学校に࣍ンࢤࣄ࢝࢔࢘ࢺが入っ࡚ࡁた。ኳ↛記ᛕ≀が㛫㏆でぢられたことと⨾しさにឤ

ືしたことをぬえ࡚いࡿ。㎶ኈ名㧗校๓のࣂス೵にやんࡿࡤの生ࡁものをᥥࡃことがỴまった᫬、生ᚐたちから┿っ

ඛに࣍ンࢤࣄ࢝࢔࢘ࢺの名๓がᣲがった。࣍ンࢤࣄ࢝࢔࢘ࢺはጼも㬆ࡁኌも⨾しࡃ、⚾たちにとっ࡚㌟㏆なᑠ㫽。࣍

ンࢤࣄ࢝࢔࢘ࢺを新たに村㫽に加えࡿことにࡘい࡚ご᳨ウ、ご㈶ྠいたࡁࡔたいࠖと思いをఏえました。

　཭ᐤᬒၿ村㛗は࣍ࠕンࢤࣄ࢝࢔࢘ࢺはᮅのᩓṌでもぢか࡚ࡅおࡾឡ╔のࡿ࠶㫽。村とし࡚๓ྥࡁにྲྀࡾ⤌んでいࡁ

たい。ᆅᇦのኌも༑分⪺ࡳ、ࡁなさんとヰしྜっ࡚Ỵめたいࠖと㏉⟅しました。

　௒回のྲྀ⤌ࡳをྵめた㎶ᅵ名㧗校サ࢚࢖ンス部のάືを㸴月９日（日）に⾜ࢃれࡿ௧࿴㸴年度ᑠ中ྜྠᣑ大ᤵᴗ参

ほ᫬に中学校ከ┠ⓗᩍᐊでⓎ⾲します。ヲしい᫬㛫などにࡘい࡚はお▱らࡏをごぴࡔࡃさい。ከࡃの村Ẹのご参加を

おᚅちし࡚おࡾます。

ࠥࡅウアࠞ࠻ࡦࡎ

࿖ᜰቯᄤὼ⸥ᔨ‛

࿖ౝᏗዋ㊁生േᬀ‛
　　　　（᠟ᓇ：᧛ጊᦸ）
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３ すぎプレゼント・教委だより・図書情報

図書室情報 №57　2024 年（令和 6年）5月
大宜味村図書室（旧議会棟：村史編纂係内）

大宜味村字大兼久 157 番地　0980-44-3009　

5 月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計

〇来室者数…のべ 3,244 人

〇貸出冊数…5,553 冊

〇登録者数…１74 人

4 月の統計（4/25 まで）

〇来室者数…のべ 61 人

〇貸出冊数…91 冊

現在の蔵書数…7,271 冊

～教育委員会　会議だより～
　　第３回　教育委員会会議　　令和６年３月 28 日（木）午後２時　開催　
　

≪審議事項≫

　承認第１号　 臨時に代理した事務の報告及び承認について

　　　　　　　 （大宜味村学校給食費徴収条例の一部を改正する条例）                      ≪承認≫

　議案第５号　 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の任命について                　    　≪可決≫

　議案第６号　 園医、園歯科医及び園薬剤師の任命について                              ≪可決≫

　議案第７号　 大宜味村招致外国青年就業規則の一部を改正する規則                      ≪可決≫

　議案第８号　 大宜味村要保護・準要保護児童生徒就学援助認定要綱の一部を改正する訓令　≪可決≫

　議案第９号　 大宜味村スポーツ推進員の委嘱について　                                ≪可決≫

　議案第 10 号　大宜味村社会教育委員の委嘱について　                                  ≪可決≫

　議案第 11 号　大宜味村医療的ケア支援事業実施要綱                                  　≪可決≫

　議案第 12 号　医療的ケア児のこども園等受入れガイドライン　                          ≪可決≫

会議で決定した事項をお知らせします。

☀年度内お一人５冊まで本のリクエストが

できます！沖縄県立図書館の本を取り寄せ

るサービスも利用できますので、

お気軽にお声掛けください！！

📚
新
着
図
書
📚

リ
ク
エ
ス
ト

受
付
中
！

　３月 28 日（木）、４月 11 日（木）両日に分け、株式会社ヤ

ンバル琉宮水産（代表取締役社長：東勤）より大宜味村学校

給食センターに「スギ」を各日 40kg、計 80kgが贈呈されました。

　今回の贈呈にあたり常務取締役の原貴行さんは「スギは刺

身では歯ごたえがあり、火を入れると柔らかさや甘味を感じ

られ煮ても焼いても挙げても美味しい魚。大宜味の子どもた

ちが就学や就職で村外へ出た時に『スギで有名な大宜味出身

です』と言えるように自分たちも頑張っていきたい」と話し

てくれました。

　昨年も給食メニューに出され、子どもたちに大好評だった

「スギ」。今年は新学期最初のメニューとしてスギの人参ソース焼き、23 日には天ぷらとして提供され、

おいしいおかずに子どもたちの大喜びでした。

おいしいスギで大宜味っ子を応援！　ヤンバル琉宮水産より給食センターにスギ贈呈

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

2６ 27 28 29 30 31  

●『学校に行けなかった中学生が漫画家になるまで』月本千景 著

●『「眠りをコントロールする」２４の方法』堀大輔 著　

●『沖縄のもあい大研究』平野 ( 野元 ) 美佐 著

●『令和元年母がボケました。』横田たかこ 著

●『はじめての新 NISA＆IDeCo』頼藤太希　著

●『トラの威を借るマングース』さどやん 著

●えほん　『すしん』たなかひかる 著　ほかにもあります♪

２令和６年度 NewFace

　今年度から新たに加

わった学校職員、 教育

委員会の新しいメン

バーです。

　大宜味っ子たちと共

に学校生活を楽しみ、

学び、 支えてくれるこ

とを期待します !!

こども園

New
Face 令和６年度　小学校・中学校・教育委員会職員紹介

小学校給食センター

教育委員会

中学校

日時：令和６年６月９日（日）１０：３５～

場所：中学校多目的室

小中合同拡大授業参観内における辺土名高校出前授業のお知らせ
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令和６年度入学式・入園式 ４

２０２４年 （令和６年） ５月１日２０２４年 （令和６年） ５月１日 大教委通信 No.３５２ ２０２４年 （令和６年） ５月１日 大教委通信 No.３５２

４月１日おおぎみこども園
進級式・始業式・入園式

４月９日大宜味小学校入学式 ４月８日大宜味中学校入学式

でいご組（５歳児）

５
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村史編さんだより

᧛ผ✬さんだより

第 157 号　2024 年 5 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

　水道が整備される前、家庭で使う水は湧水や川、共同井戸や個人井戸から桶・

バケツ・一斗缶等を使って人力で各家庭まで水を運び、水ガメに水を備えて

使用していました。水ガメは常に満杯にしておかなければならず、大人でも

大変な水汲みは、お手伝いをする子ども達にとって、重たい水を天秤棒で担ぎ、

何度も往復して水ガメを満たすのは相当つらい作業だったそうです。

　饒波では、昭和 9年に沖縄県振興計画の国庫補助と区民の共同作業（ブー）

で、簡易水道が建造された経緯が分かる議事録が残っており、タンクの周

囲にはコンクリートの洗い場が整備され、大変便利だったそうですが、戦

後に上水道が整備されるとタンクは撤去されました。

　字大宜味でも昭和 8年にセメント造の貯水タンクが建造され、昭和 35 年

に簡易水道が全家庭に引かれるまで使用されました。根路銘では、根路銘

大川の水を集落内へ引くために造られた水溝と、ろ過タンク、洗濯場、水

浴場などが今も残っています。

　戦後の米国民政府時代、当時の高等弁務官資金によって、各集落に小さ

な水源と浄水施設で供給する簡易水道が造られ、独自で維持管理を行なっ

ていました。

　この簡易水道建造にまつわる苦労話が謝名城に残っています。当時は高

低差による送水だったため、城にタンクを建造中、行くだけでも大変な場

所に、重いセメント袋を担いで崖を上っていくと、汗で袋が濡れて中身が

こぼれ、坂を上り切ることができ

ないなど、体力のある青年たちで

さえ、「こんな苦労してまで水を

飲まなくてもいい」と投げ出したくなるほどの重労働だったそうです。

　そんな苦労の末に造り上げた簡易水道も、生活水準の高度化に伴う水

需要の増大に加え、山地開発による水源の汚染、さらには施設の老朽化

により、必要十分で良質な水の供給が困難になったため、平南川支流を

水源とする村営簡易水道が、昭和 58 年から順次給水を開始しました。

　今では蛇口をひねるだけで、何の苦労もなく清潔で美味しい水を飲め

るのが当たり前になりましたが、最新の技術を使ってどんなに巨大なダ

ムを造っても、雨が降らなければ断水が

目の前に迫ってくるという体験から、自

然は人間に都合よくコントロール出来な

いものだということを、今度の水不足で

再認識させられました。　

　普段から自然の恵みに思いを馳せ、お

いしい水が飲めることに感謝して過ごし

たいですね。

ンク（Ἀ⦖┴ྐ）ࢱ㤨Ἴの水ڸ

㤨Ἴ水道ᕤ஦記ᛕ��᫛࿴ڸ 9年（㤨Ἴㄅ）

ー（᰿路㖭）࢞ࣁシマナڸ

ᘚົᐁ㈨㔠を஺௜࡬大宜味村ㅰ名城ڸ

196� 年 4 月 16 日（Ἀ⦖┴බᩥ᭩㤋ⶶ）

ンクࢱࡿ࠶ℐ㐣タഛの：ྑڸ　ࡿ࠶ンクがࢱᕥ：ㅰ名城の⡆᫆水道᪋タ。ዟにℐ㐣ڸ

 水道の歴史
アマ ダ  イミジャ   ショーユジャケー

䠓 ᧛ผ✬さんだより

天野鍜助日記ヲ読ム３ （156 号つづき）

一
九
二
五
（
大
正
）
年
三
月　

役
場
竣
工
記
念
・
左
が
村
長

天
野
鍜
助
、
右
は
施
工
者
金
城
平
三
（
清
村
正
弥
氏
寄
贈
）

　1920（大正 9）年、民選による初の

大宜味村長として就任、以後三期を務

め、1931（昭和 6）年の村政革新運動

によって辞任した、饒波出身の天野鍜

助（あまの かすけ・1883―1966）が書

き記した日記を紹介している。　

　今回は、『大宜味村史　資料編』

（1978 年）の天野鍜助日記抄録から、

村長在任中に天野がつけていた「村会

覚手帳」をひもとき、歴史の痕跡をた

どってみた。（村会＝村議会）

村
会
覚
手
帳

　

〇
大
正
九
年
十
月
二
十
五
日　

村
会　

署
名
人　

大
嶺
、
金
城
豊
吉
、
大
城
勇
二

　
　
　

村
会
ト
協
議
ス
ベ
キ
事

　
　
　
　

１
津
波
校
改
築
ノ
件　

２
基
本
金
一
時
使
用
ノ
件　

３
砂
糖
移
出
承
認
書
ノ
受
渡
ハ
村
長
ニ
委
任
サ　

　
　
　
　

レ
タ
ル
ニ
付
ツ
キ
製
糖
期
間
中
臨
時
雇
人
料
支
払
ヒ
ノ
件　

４
自
治
制
施
行
祝
賀
会
開
催
ノ
件　
　
　

　
　
　

５
名
護
宿
廃
止
ノ
件

　

〇
大
正
九
年
十
月
二
十
九
日　

渡
賃
ハ
渡
ス
者
ニ
払
フ
コ
ト

　

〇
大
正
十
年
二
月
二
十
五
日　

村
会　

署
名
人　

二
番
仲
原
、
十
五
番
照
屋
、
十
四
番
金
城

　
　
　

新
事
業　

一
、
役
場
敷
地
購
入
費
八
七
〇
円　

一
、
忠
魂
碑
建
設
費
二
〇
〇
円　

一
、
他
府
県
視
察
費

　
　
　
　
　
　
　
　

七
〇
〇
円　

一
、
津
波
校
ニ
高
等
科
併
置　

一
、
塩
屋
校
石
垣
積
立
七
〇
円

　

〇
大
正
十
年
六
月
三
十
日　

署
名
人　

三
番
（
豊
吉
）
、
十
番
（
保
徳
）
、
七
番
（
真
順
）

　
　

一
、
協
議
事
項　

イ
樟
脳
製
造
ノ
件　

ロ
役
場
敷
地
内
ニ
ア
ル
字
有
地
ノ
処
分
ノ
件　

ハ
貸
費
生
ノ
件

　

〇
大
正
十
年
九
月
二
十
四
日　

署
名
人　

一
番
（
大
山
）
、
十
二
番
（
新
里
文
俊
）
、
十
八
番
（
山
城
貞
介
）

　
　

一
、
村
会
開
会
ニ
先
立
チ
先
ヅ
村
営
質
屋
設
置
ノ
件
ニ
付
協
議
ヲ
ナ
セ
リ

　
　

一
、
協
議
事
項　

一
、
郡
道
沿
道
ニ
ア
ル
村
廃
道
ハ
郡
道
地
買
集
〈
収
？
〉
価
格
以
下
ニ
テ
適
宜
購
（
入
）

　
　
　

ス
ル
コ
ト

　
　

二
、
村
会
議
員
ノ
件
重
要
物
産
品
評
会
ニ
出
張
旅
費
ハ
一
人
十
五
円
ヅ
ゝ
ト
シ
講
習
会
費
ヨ
リ
流
用
ノ
コ
ト

　
　

三
、
道
路
ニ
石
、
瓦
片
等
ヲ
捨
テ
ザ
ル
コ
ト

　

〇
大
正
十
一
年
十
一
月
十
日　

署
名
人　

五
番
（
根
路
銘
）
、
八
番
（
勇
二
）
、
十
六
番
（
豊
吉
）

　
　

一
、
協
議
事
項　

農
会
設
立
ノ
件
、
名
護
諸
会
合
へ
出
席
ノ
件
、
政
友
支
部
会
ヘ
出
席
ノ
件

　

〇
昭
和
二
年
六
月
二
十
七
日　

署
名
人　

二
番
、
七
番
、
十
五
番

　
　

前
田
豊
吉
ノ
希
望
意
見　

一
、
山
ノ
審
査
ハ
日
数
ヲ
増
シ
テ
雑
木
林
モ
審
査
ス
ル
コ
ト

　

〇
昭
和
三
年
三
月
二
十
日　

署
名
人　

二
番
、
十
番
、
十
六
番

　
　

一
、
水
産
資
金
、
信
用
ア
ル
連
帯
借
用
且
ツ
建
物
、
土
地
ヲ
担
保
ニ
ト
ル
コ
ト　

二
、
製
炭
資
金
右
ニ
同
ジ

　
　
　

漁
船
購
入
資
金
村
ヨ
リ
貸
附
ノ
時
ハ
、
千
五
百
円
程
度
ニ
ス
ル
コ
ト

　

〇
昭
和
四
年
六
月
二
十
四
日　

署
名
人　

二
番
、
五
番
、
十
番　

　
　

一
、
塩
屋
ヨ
リ
喜
如
嘉
マ
デ
ノ
道
路
ヲ
県
道
認
定
受
取
ル
ナ
ラ
バ
修
理
ヲ
加
ヘ
ル
コ
ト
ヲ
協
議
纏
ル
、
財
源

　
　
　

ナ
キ
ニ
ツ
キ
基
本
財
産
ヲ
一
時
使
用
ス
ル
コ
ト

　

〇
昭
和
六
年
二
月
二
十
五
日　

署
名
人　

一
番
、
十
番
、
十
六
番　

歳
出
減

　
　

一
、
モ
ー
タ
ー
故
障
ノ
場
合
ハ
両
方
ニ
伝
馬
船
ヲ
オ
イ
テ
渡
ス
コ
ト　

一
、
十
時
マ
デ
ハ
詰
ル
コ
ト

　

〇
昭
和
六
年
六
月
二
十
六
日　

署
名
人　

一
番
、
二
番
、
三
番

　
　

一
、
佐
場
道
災
害
復
旧
工
事
ハ
次
年
度
ニ
於
テ
考
慮
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
県
ニ
回
答
ス
ル
コ
ト
ニ
セ
リ

　
　

一
、
大
宜
味
村
杣
山
字
有
地
ノ
林
木
払
下
ノ
件
承
認
ス

　

〇
昭
和
七
年
三
月
三
日　

村
会
終
了

　
　

一
、
協
議
会　

村
税
負
担
セ
ザ
ル
児
童
調　

児
童
一
人
当
リ
二
円
八
十
五
銭　

一
、
県
道
問
題
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　　　「出会い」
　　

　春は出会の季節です。 本村においてもおおぎみこども園、 大宜味小学校、 大宜味

中学校及び辺土名高校の入学式がありました。 役場や小中学校においても職員の

定期人事異動がありました。 この春、 職場を変わったり、 新しい部署になったり、

また、 新社会人になった方も多くいたことでしょう。 子どもたちをはじめそれぞれが新し

い場所、 新しい集団での生活が始まったことと思います。

　新しい場所、 新しい集団でとスタートには、 これまで慣れ親しんだ集団とは違う雰囲気が

あります。 楽しみとともに少しばかり労力がいります。 なぜかというと、 これまで関わっ

てきた人たちとは違う、 いろいろなタイプの人がいたりして集団に慣れるまで、 また、 自

分と違うタイプの人とうまく関わっていくために少々時間がかかるからです。 今まで通り

とはいかないことが多々あると思います。 最近はそれが嫌で人との関わりを敬遠する若者

が増えているのだそうです。 気の合う仲間だけとの関わりは楽で、楽しいものです。 しかし、

自分と違うタイプの人との関わりが、 考え方等の相違の理解や忍耐力など多くのことを学

んでいきます。 自分と異なった考えや持った人や性格の違う人とうまく関わっていくこと

は成長につながっていくと思います。

　新たな出会いは自分を大きく成長させるものだととらえ、 新しい場所での生活を楽しみに

して欲しいと願っています。 小さい頃から身近な人のみならず、 多くの人と関わらせる機

会を数多く経験させることが大切ではないかと思います。

政信教育長のあじま～コラム

　気持ちの良い春があっという間去り、 もう梅雨が来ますね。 雨が降ることは私たちにとっても生きものたちにとってもとても
良いことです。 が、 できることならダムとか森とか畑とか極地的に降って欲しいですね。 都合のいい雨、 降ってくれないかな？

今月の生きもの ハロウェルアマガエル（包接）：アマガエル科

　あじま～２度目の登場になります。私たちハロウェルアマガエル

です。見てわかる通り、ただいま繁殖の真っ最中。やっと出会えたよ。

　オスは低木や草の上で「ギーィ、ギーィ…」と鳴きメスを呼びます。

　体は小さいけれど声はとても大きく、集団でいると耳が痛くなる

くらいの騒音です。とは言え、それも子孫を残すため。メスたちに

「僕はここにいるよ」と気づいてもらうため。この時期、足元では

なく人の目線やもっと上の草むらや木が生い茂っている場所で声が

聞こえたら私たちです。なかなか姿は見えないけれど意外と近くに

いるんです。

㸯日（水）༊㛗会

２日（ᮌ）（中）新入生Ḽ㏄会　376$ ⥲会࣭Ḽ㏄会

３日（㔠）᠇ἲ記ᛕ日

４日（ᅵ）ࡳどࡾの日

５日（日）こどもの日

㸴日（月）᣺᭰ఇ日

㸵日（ⅆ）（ᑠ）ᐙᗞゼၥձ㹼մ�㹼 1� 日

13 日（月）（ᑠ）ᐙᗞゼၥյ

1� 日（水）（ᑠ）஺㏻Ᏻ඲ᩍᐊ

1� 日（ᅵ）第 31 回やんࡿࡤ㥐ఏ୚ㄽ大会

23 日（ᮌ）ᐃ౛ᩍ⫱ጤဨ会会㆟

24 日（㔠）（ᅬ）᫓の㐲㊊（ᑠ）ࣉーࣝ開ࡁ

2� 日（ᅵ）ࢃんࡃࡥయ㦂ᅋձ

29 日（水）（ᅬ）学⣭ಖㆤ⪅会

５月２日

えんぴつ記念日



令和６年度

小中合同拡大授業参観 
開催のお知らせ

開催日：令和６年６月９日（日） 

場 所：大宜味小・中学校 

内 容： 

 小学校 中学校 参加者の皆さん 

１時間目 

8:40～9:25 

各学年授業 

「親子ふれあい」 

各学年授業 
自由にご参観ください 

２時間目 

9:35～10:20 
各学年授業 

自由にご参観ください 

３時間目 

10:35～11:20 

「辺土名高等学校 

出前授業」 

「辺高出前授業」へご

参加ください 

４時間目 

11:30～12:15 
各学年授業 

「学推総会」へご参加

ください 

※ 午後は、ＰＴＳＡ親睦バレーが予定されています。 

 

☆  今年度は・・・  

１．地域教育懇談会の替わりになる行事です。どなたでも学校へ足をお運びください。 

２．３時間目「辺土名高等学校 出前授業」：「やんばるの森について」と「辺高サイエンス部の取組み」 

  ４時間目「学力向上推進委員会 総会」：１年間の方針を示します！ 

３．小中合同拡大授業参観は、年間３回を計画しています。 

次回は 9月 20日（金）、2月 2日（日）です。 

 

大宜味村学力向上推進委員会  

大宜味村教育委員会

おじぃも！おばぁも！地域の方も！ 

みなさんの参加を 

お待ちしております 



新
緑
の
塩
屋
湾
を　
　

名
が
疾
走
！

730
完走率 99.46％

号外


